
今
ま
で
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の

生
き
方
を
考
え
る

　
「
終
活
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
方
は
少
な
く

は
な
い
で
し
ょ
う
。
年
々
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
介
護
や
看
取

り
を
担
う
方
々
が
少
な
く
な
り
、

高
齢
者
が
自
ら
で
自
分
の
死
後

の
た
め
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
方
が
増
え
、「
終

活
」
と
い
う
も
の
が
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

終
活
は
、
人
生
の
最
期
に
備

え
る
、
死
後
に
備
え
る
等
、
死

を
前
提
と
す
る
た
め
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
方
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
終
活
を
行

う
こ
と
で
自
分
の
身
の
周
り
の

状
況
整
理
に
繋
が
り
、
不
安
が

和
ら
い
だ
と
い
う
方
も
い
ま
す
。

　

終
活
に
よ
っ
て
、
状
況
整
理

を
行
い
、
残
り
の
人
生
を
ど
う

生
き
る
か
と
い
う
計
画
を
た
て
、

や
り
た
い
こ
と
等
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
時
間
の
有
効
活
用

が
で
き
、
充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

最
期
を
迎
え
た
後
、
遺
産
相
続

や
葬
儀
、
お
墓
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
意

思
を
伝
え
る
手
段
を
用
意
す
る

こ
と
で
、
残
さ
れ
た
家
族
の
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
心
が
あ

る
方
の
多
く
が
、
具
体
的
に
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ

ー
ト
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
に
は
、

自
身
が
打
ち
込
ん
だ
こ
と
や
現

在
の
資
産
状
況
、
健
康
状
態
な

ど
を
書
き
記
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
日
で
書
き
出
す
の
で
は

な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
、
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
の
方

な
ど
支
援
を
し
て
く
れ
る
人
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
書
き
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
で
は
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
ノ
ー
ト
作
成
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
作
成
は
少
人
数

で
集
ま
っ
て
、
お
話
し
を
し
な

が
ら
行
い
ま
す
。
ご
友
人
等
と

会
話
し
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と

で
、
支
援
者
へ
「
伝
え
た
い
こ

と
」
に
気
付
き
な
が
ら
、
ノ
ー

ト
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
終
活
」⬅

只
見
町
で
は

「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
と
呼
び
ま
す

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ノ
ー
ト
作
り
は
、

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
「
ね
こ
」
の

一
角
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
友
人
な
ど
を
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ライフプランノートづくりの
サポーター養成を行いました

　ライフプランノートづくりのサポーター養成を１１月２５日
に、ノートの記入体験を各公民館で２６日に行いました。ライ
フプランノート編者の品川成年後見センターの職員と厚労省地
域共生社会推進室の犬丸推進官が講師を務め、只見町でライフ
プランノート作りを行う意義などについて話しました。
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ご
存
知
で
す
か
？

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
こ
と
で
、
全
国

で
様
々
な
人（
団
体
）が
様
々
な

形
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
に
は
、
認
知
症
の

方
、
そ
の
家
族
、
友
人
、
地
域

住
民
、
専
門
職
の
方
が
、
年
齢

や
所
属
、
地
域
に
関
係
な
く
、

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
オ
レ
ン

ジ
と
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
っ
た
人
が
身
に
付
け
て
い

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
に
由
来
し

て
い
る
そ
う
で
す
。『
温
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
オ
レ
ン
ジ
色
は

「
手
助
け
し
ま
す
」
と
い
う
意

味
を
も
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
よ
り
）』

　

認
知
症
は
、
目
に
見
え
な
い

病
気
で
周
囲
の
方
も
気
が
付
く

ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
本
人

は
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
家
族
や

地
域
住
民
、
専
門
職
の
方
な
ど

も
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
そ
の

よ
う
な
方
々
を
始
め
、〝
認
知

症
〟
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
誰

で
も
集
ま
り
、
理
解
を
深
め
、

本
人
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
方

の
心
理
的
負
担
の
軽
減
や
介
護

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
場
所

で
す
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
目
的
で

す
。

　只見町では、オレンジカフェが『おれんじカフェ「ねこ」』の名前で開かれています。
　『ねこ』の由来は、『ねこ』が日なたや布団、安心できる飼い主の膝上などを居心地のいい
場所として見つけているように、認知症の方やその周りの方にとって、このカフェを居心地
のいい場所にしてほしい、またはそれらを見つけるキッカケにしてほしいという思いが込め
られています。
　『おれんじカフェ「ねこ」』は、申込み不要で参加できます。認知症というと難しく聞こえ
るかもしれませんが、ものわすれが気になる方やその家族を始め、ものわすれ（認知症）に
興味関心がある方などに立ち寄っていただき、世間話から意見交換などしながら、お気軽に
ゆっくりとお時間を過ごしてください。

居心地のいい場所を見つけませんか

おれんじカフェ「ねこ」

開催予定日のご案内（各日午後１時３０分～３時）
◉１２月８日　只見公民館　　◉２月１６日　只見公民館
◉１月１２日　朝日公民館　　◉３月　８日　朝日公民館
◉１月２６日　明和公民館　　◉３月２２日　明和公民館
◉２月　９日　朝日公民館

参加費

１００円

おれんじカフェ「ねこ」

なお、開催日が近くなりましたら、おしらせばんでご案内します。

問合せ先：保健福祉課成年後見制度利用促進室（TEL 0241−84−7010）
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高齢者のお困りごとを
支援する 「ちょこっとてつだい隊」

①ゴミ出し

①６５歳以上の一人暮らしの方　又は　高齢者世帯の方
②要支援１、２の介護認定を受けた方　又は　総合事業の基本チェックリスト（※）で事業対象者
と認定された方

②買い物代行 ③話し相手

高齢者世帯の生活の中のちょっとしたお手伝いをします。（１回につき、いずれか１つのサービスのご利用と
なります）

只見町にお住いの方で、次の①、②の両方に該当した方がご利用いただけます。

◉活動内容について

◉ご利用いただける方

◉利用料金

◉ご利用申し込み

ちょこっとてつだい隊として、お手伝いをしてくださる方を募集中です

　１１月から住民主体の支援団体「ちょこっとてつだい隊」が活動を開始しました。
　ちょこっとてつだい隊は、「高齢者の方が住み慣れた自宅で安心した暮らしができるように、近所の皆さんと
助け合って楽しい生活が送れるように」との町民有志の方々の思いから、設立された団体です。参加されている
方は「皆さんが少しでも過ごしやすくなれば」と研修等を受講しておりますので、安心してご利用いただけます。

１回の利用につき２００円（１回６０分以内、１か月に５回までご利用可能です）

只見町地域包括支援センター　TEL ８４−７００６

「私にできること」、「誰かの役に立ちたい」と思っている方、「できる時間」、
「できる範囲」で一緒にお手伝いいただけませんか。

参加したい方や気になる方は、まずはお気軽にご連絡ください。
ちょこっとてつだい隊　事務局　目黒　０９０−４3１７−７４５５　平山　０９０−７33１−９3６５
※ご利用希望の方は地域包括支援センターにご連絡ください。

※基本チェックリストとは、地域包括支援センターが実施する総合事業（サービス事業）において、
　介護支援の適否を判断するための指標です。

Q

Q
A

A

①ゴミ出し　②買い物代行　③話し相手
※現在は主に３つですが、冬季は灯油入れ等のお手伝いもあります。

絶対ではありません。できる範囲で構いません。概ね午前８時から午後４時までの間で、
ご協力いただける時間にお手伝いをお願いします。

どんなお手伝いをするの

登録したら絶対にお手伝いしないといけませんか。また活動時間はいつですか。

「ちょこっとてつだい隊」

４
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